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◎ 校内に響く歌声！～合唱コンまで２週間をきる～
10月24日(水)に行われる「合唱コンクール」まで２

週間をきり、朝・昼・放課後と校内の各教室から歌声が
響いてくる時期になりました。中里中の秋は合唱の季節
です。
私は教師になって初めて「合唱コンクール」に出会い

ました。１年目、何をどう指導していいかわからず、担
任をしたクラスは学年８クラスの中で見事に最下位。生
徒たちのがっかりとした表情に悔しい思いをしました。
２年目、同じ轍を踏まないように10月のコンクールで
の金賞をめざして夏休み前から練習を開始しました。
しかし、合唱の素人には指導方法も手探り状態。各パ

ートの歌声もばらばらで、クラスも崩壊状態でした。そ
れでも練習を重ねるうちに少しずつ合唱らしくなり、生
徒の意識にも変化が見え始めました。コンクール１週間前に行われた学年の合同練習会では８
クラス中４位となり、目標を本番での銅賞（３位）に定め最後の練習に打ち込みました。今思
い起こすと、この１週間はクラスの心が一つにまとまり、みんなが充実感を味わった素敵な時
間だったように思います。
そして迎えた合唱コンクールの日。緊張の中でも生徒たちは練習以上のすばらしい合唱を披

露してくれました。これまでの練習の風景が脳裏を駆け抜け、見ているだけで涙がこぼれまし
た。もう結果はどうでもいいように思いました。すべてのクラスの合唱が終わり結果発表の時
間がきました。銅賞（３位）からの発表です。「銅賞△組」。私のクラスは呼ばれませんでした。
生徒たちの呆然とした表情に心が痛みました。しかし、次の瞬間。「金賞○組」私のクラスが
呼ばれました。何が起こったのか理解するのに時間が必要でした。でも、先ほどまでの呆然と
した表情を歓喜と涙の顔に変え、私の方に駆け寄ってくる生徒たちの姿に言い尽くせない感動
を味わうことができました。
もう三十数年前のことですが、今でも大切なシーンとして心のアルバムに残っています。

「合唱コンクール」はクラスの心を一つにまとめ、絆を深めさせてくれる学校行事です。本番
での歌声と同時に、クラスの深まった団結力にも期待したいと思います。

〈合唱コンクールテーマ〉 「Ｃｏｎｔｉｎｕｅ」～中里中 絆の歌声～
音楽は受け継がれ、進化しながら進んでいく。中里中の絆から生まれる歌声も受け継ぎ

進化させながら続けていきたい。

１年生 ２年生 ３年生

課題曲 夢の世界を 大切なもの 希望という名の花を

１・６組 言葉が生まれる時 １組 道標 １組 手紙

自由曲 ２組 翼を広げて ２組 ＨＥＩＷＡの鐘 ２組 青い鳥

３組 行き先 ３組 道 ３・５組 群青

４組 この星に生まれて

◎ イングリッシュキャンプ！（３年生) ◇お知らせ◇
10月10日(水)、昨年度に その１ 「クリーン作戦」

引き続いて「イングリッシュ 10月16日(火)、クリーン作戦
キャップ」が体育館で行われ が開催されます。各地域で小・
ました。 中学生が清掃活動を行います。
今年は、３年生が15名の お弁当の準備をお願いします。

外国人の方々と英語で交流し
ました。時代は、英語で会話 その２ 「理科・家庭科室校舎工事」
ができる人材を求めていま 10月22日(月)から理科室・家
す。この取組をきっかけに、 庭科室校舎の改修工事が始まり
さらに英会話への関心を高め ます。詳しくは次号でお知らせ
てほしいと思います。 いたします。


